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本研究は、文部科学省の家庭教育支援事業の一環として各自治体が作成した保護者向け学習プログ

ラムを概観し、学校が学習プログラムを実施するという観点から整理すると共に，今後の課題を明ら

かにすることを目的とした。家庭教育に関する文部科学省のホームページに掲載されている 39都道府

県市の学習プログラム一覧の中から参加型学習プログラムを抽出した結果、25個が収集された。収集

された学習プログラムを、対象、内容、主な資料、主な活用場所、実施報告を中心に整理・検討した結

果、子どもの発達段階に応じて子育ての悩みや問題点に関する内容になっていること、主な資料とし

て手引きが掲載されており、その手引きに沿って学習プログラムが進行できるよう想定されているこ

と等が明らかになった。一方、学校での実施を想定すると、学習プログラムの構造が明確であるとは

言えず、学習プログラムを実施した結果や効果等の科学的根拠が明示されていないこと、さらに学校

での実施に適した教師用手引きが不足していることが明らかになった。 
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1 問題と目的 

(1)子どもの教育における学校・家庭・地域社会の

連携 

文部科学省は、学校・家庭・地域社会の連携に関

して、1996（平成 8）年 7月の審議会答申等「21世

紀を展望した我が国の教育の在り方について（第

一次答申）」で、第 1は、学校・家庭・地域社会で

の教育が十分に連携し、相互補完しつつ、一体とな

って営まれることが重要だと述べている。教育は、

家庭と学校と地域社会が連携しておこなわれるも

のであり、これら 3 つのどの部分の教育に焦点を

当てて考える場合でも、他の 2 つとの連携を抜き

にして論じることはできない（遠藤，1998）。 

(2)家庭教育と家庭教育支援 

家庭教育とは、主として親が家庭内において、そ

の子どもが社会で生活していくのに必要な生活習

慣などを教育することを指す（長谷川，2008）。し

かし、近年の都市化、核家族化、少子化、地域にお

ける地縁的なつながりの希薄化など、家庭や家族

を取り巻く社会状況の変化の中で、家庭の教育力

の低下が指摘されている（文部科学省,2005）。また、

家庭教育という基本的な教育行為が行われない場

合の理由の一つとして工藤（2010）は、親の教育力

不足を挙げており、核家族化の進行の中、日々の暮

らしにおいて親としての自覚や親としての成長を

促す術を学ぶ機会が極端に減少していると指摘し

ている。 

文部科学省は、2000（平成 12）年「家庭の教育

力の充実等のための社会教育行政の体制整備につ

いて（報告）」の中で、家庭の教育力の充実におい

て果たされる行政の役割は、「子どもの健全な成長

が図られるよう、様々な手法により支援していく

ことである」としており、その具体的手法として、

「親が家庭を見つめ直す契機となるような学習機

会の提供」などが考えられると述べており、家庭の

教育力充実を目指した支援のひとつとして親学習
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の提供を挙げている。 

(3)親を対象とした学習プログラム 

国内で実施されている親対象の学習プログラム

として知られているものに「トリプル P」や「親業」

等がある。「トリプル P」とは、加藤・柳川（2010）

によると、オーストラリア・クイーンズランド大学

の教授で家族支援センター所長である Matthew R. 

Sanders 氏によって 20 年前に創始されたものであ

り、日本では、前向き子育てプログラムとも言われ

ている。「前向き子育てプログラム(Positive 

Parenting Program)」の頭文字を取り、トリプル P

と呼ばれている。トリプル Pは、5段階に分かれた

プログラムで構成されており、その中のグループ

プログラムは、前半の 4 週間は週 1 回 2 時間のグ

ループセッション、後半は週 1回 20分程度の電話

による個別カウンセリングの合計 8 週間で構成さ

れている。トリプル P には、前向き子育て 5 原則

がある（①安全で活動的な環境づくり、②積極的に

学べる環境づくり、③一貫した子育て、④現実的な

期待、⑤親としての自分をケアする）。この 5原則

が基礎となり、発展した子育てに用いる 17の技術

（子どもの発達を促す 10の技術、問題行動に対応

するための 7 つの技法）をプログラムを通して学

んでいく。 

「親業」とは、正式名称は Parent Effectiveness 

Training(P.E.T)「親業訓練講座」といい、アメリ

カの臨床心理学者 Thomas Gordon博士が開発した、

親としての役割を効果的に果たすための訓練であ

る。基本的な親業訓練講座は、1週 3時間×8回＝

24 時間である。親業訓練には①聞くこと（子ども

の心を開かせ、本当の気持ちを吐き出させるよう

な「能動的な聞き方」）、②話すこと（親が子どもに

自分の気持ちや考えを率直に伝える）、③対立を解

く（親子が共に問題を解決していく）から成る 3つ

の柱と呼ばれている基本的方法があり（久

保,2009）、ロールプレイなどを交えて親子のコミ

ュニケーションのとり方を学んでいく。しかし、い

ずれのプログラムも基本的に学校が保護者へ提供

することは想定されていない。 

(4)自治体が作成した保護者向け学習プログラム 

自治体では、文部科学省の家庭教育支援事業の

一環として、親を対象とした学習プログラムを作

成しており、一番作成年度が早いのは、大阪府の平

成 17年度学習プログラムである。親が子育てに関

するさまざまなテーマについて参加者同士で学び

合いながら、家庭教育の充実をはかることを目的

としている。対象は、乳幼児、就学前、小学生、中

高生の子を持つ親、さらには親になる準備段階で

ある中高生などである。これらの学習プログラム

が活用される主な場面として、就学時健診や入学

説明会、公民館や子育てサークルで実施される講

座、学校で開催される保護者会など保護者が集ま

る場所が想定されている。 

(5）本研究の目的 

これからの家庭教育支援のあり方として、家庭

教育力の向上を目的とした親子の学びや親育ちの

学習機会を学校が提供することは、子どもの教育

における学校・家庭の連携推進にもつながる。学校

が持っている強みは、保護者と子どもの両方に関

わることができるという点である。学校はすべて

の児童生徒との関わりを持つことができ、児童生

徒を通して保護者へのアプローチが可能である。

学校が親対象に学習プログラムを実施することで、

学校と家庭のつながり・連携の強化が期待される。 

 ここで、親への学習提供の際に利用する学習プ

ログラムとして、自治体が作成した保護者向け学

習プログラムが考えられる。家庭教育に関する文

部科学省のホームページ「子供たちの未来をはぐ

くむ家庭教育」には、「家庭教育に関する学習プロ

グラム一覧」が掲載されている。しかし、一覧には、

「自治体名」、学習プログラムの「名称」、「内容」、

「作成年度」、学習プログラムが入手できる各自治

体の URL が掲載されているのみで、学習プログラ

ムを実際に利用する際、適切な学習プログラム選

択に必要な「対象」や「テーマ」などの情報が十分

ではない。   

そこで本研究では、「家庭教育に関する学習プロ

グラム一覧」を元に、各学習プログラムを概観し、

学校が保護者を対象に学習プログラムを実施する

という観点から整理し、適切な学習プログラムが

入手できるよう、学習プログラムの傾向を分析す

ることを目的とする。 

2 方法 

(1)保護者向け学習プログラムの収集 

文部科学省が運営しているホームページ「子供

たちの未来をはぐくむ家庭教育」内にある「家庭教

育 に 関 す る 学 習 プ ロ グ ラ ム 一 覧

(http://katei.mext.go.jp/contents4/4-2.html) 」

を参照し、その中でも参加体験型の親学習を目指

したプログラムであることを基準に抽出した結果、

39 都道府県市の学習プログラム中 25 個が収集さ

れた（2015年 10月 30日時点）。 
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ここで参加体験型の親学習とは、子育てについ

ての身近なエピソードを題材に、保護者同士や

様々な年代の人との対話や交流を通して自分自身

の考え方に気づき、子育ての基準となる親として

の心構えや子供と接するスキルなどを学び合う学

習（大阪府教育委員会,2015）のことである。 

(2)保護者向け学習プログラムの整理 

 学習プログラムを①自治体名,②学習プログラ

ム名,③内容、④作成年度,⑤対象/テーマ数・合計,

⑥主な資料（学習プログラムに関する資料）/ペー

ジ数,⑥主な活用場所,⑦実施報告、の 7 項目で整

理した。⑦実施報告については、学習プログラムに

関するリーフレットや冊子あるいはホームページ

などで、実施事例、活動状況、参加者の声など、実

施報告が記載されているかどうかを有無の基準と

し、その有無により、「〇」、「－」を記した。 

3 結果と考察 

(1) 学習プログラムの特徴 

学習プログラムの特徴について対象、内容、主な

資料、主な活用場所、実施報告を中心に述べる（詳

しくは表を参照）。 

対象別に見ると、乳幼児を持つ親用 29,小学生を

持つ親用 27,親となるための準備期用（小中高生）

18,中高生を持つ親用 16,子育て支援者用（祖父母

や家族など）11,思春期の子どもを持つ親用 8,親

子用 3,そして、小学校へ入学する直前の子どもを

もつ親用,地域住民用,妊娠期用は各 2であった（延

べ数）。学習プログラムの対象は、子育て中の親だ

けでなく、将来親となる世代（中高生）にも広がっ

ており、子どもたちへの予防的教育も視野に入れ

られている。また、乳幼児を持つ親を対象としたも

のが一番多い背景として、文部科学省(2005)も指

摘しているように、少子化が進む中で、若い世代の

多くは、幼い子と接する機会が少ないままに大人

になっているため、乳幼児とはどういうものか、親

としてどのように接したらよいのか分からないな

ど、育児不安を持つ親が増えているためと考えら

れる。 

内容を見てみると、親対象の学習プログラムで

は、子育てに必要な知識・スキル、生活リズム、規

範意識、ほめ方・叱り方など親子の関わり方などに

関する内容が多く取り上げられており、思春期の

子どもを持つ親対象の学習プログラムでは、子ど

もの交友、子どもの自立、男女交際など思春期の子

ども理解に関する内容はもちろん、スマートフォ

ン・ネット社会など現代社会が直面している課題

に関するものも見られた。将来親となる中高生対

象のプログラムでは、自立、親の立場の理解、家事

や育児への考え方など、親になったときに必要な

ことについて取り上げられていた。子育て支援者

対象（祖父母・家族など）では、子育て中の親への

接し方や子育てアドバイス、孫への接し方など、子

育て支援者としての役割に関する内容がみられた。 

また、各学習プログラムは、子どもの発達段階に

応じた子育てに関するエピソードについて、参加

者がそれぞれどう考えるのか、どう行動するか等

お互いに話し合ったり、ロールプレイ（役割演技）

を通して理解を深めるワークとなっている。 

主な資料については、ほとんどの学習プログラ

ムに、手引きが用意されている。手引きには、学習

プログラムの「ねらい」、「実施のポイント」、「事前

準備」、「導入」、「展開」、「まとめ」までの時間配分

や活動内容などがワークごとに記してある。参加

型学習プログラムは、ファシリテーターと呼ばれ

る学習活動を促進させる人が進行していくよう作

られており、その役割は、学習者みんなが安心して

学習に取り組めるよう工夫したり、学習効果が高

まるようサポートしたりすることである（岡山県

教育委員会,2010）。そして、学習プログラムを実施

する際、ファシリテーターは、手引きを参考にしな

がら進行できるようになっている。さらに、主な資

料の中には手引きの他に、各テーマについて、参加

者がより理解を深めるために役立つ資料や、学習

者の気持ちをほぐすアイスブレイキングのワーク

集など、学習プログラムの実施において参考にな

る資料が掲載されている。 

 学習プログラムの主な活用場所として、保健福

祉関係機関で実施される乳幼児・就学時健診や、保

育園・幼稚園・学校で行われる保護者会や学級懇談

会等、そして地域施設で行われている子育てサー

クルでの学習会等、保護者が集まる場が想定され

ている。 

各自治体の学習プログラムに関する実施報告に

ついては、その有無により判定した結果、25 個の

プログラムの内、有「○」が 10であった。実施報

告の中には、実施日時や開催場所、参加人数、使用

した学習プログラム、参加者の声などが報告され

ている。しかし、学習プログラム実施後の効果を数

値化するなどした効果測定の実施有無あるいは結

果が公開されているものは見当たらず、さらに学

習プログラムの妥当性・信頼性が確認されている

ものはなかった。 
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(2)学習プログラムの学校での使用に関して 

 学習プログラムの学校での実施について①学習

プログラムの構成、②学習プログラムのエビデン

ス、③学習プログラムの手引き、の 3 つの観点か

ら述べる。 

① 学習プログラムの構成 

 親を対象とした学習プログラムの場合、多くが

子どもの年齢によって該当する区分の学習プログ

ラムを選択できるような構成になっている。学習

プログラムを実施する際に重要となるのは対象に

合った適切な学習プログラムの選択である。学校

で実施する際、対象である親にとって何が必要な

のか、学ぶべきスキルは何なのか、あるいは参加者

のニーズは何なのか等、テーマや内容によって、学

習プログラム選択をする必要がある。そのために

は、学習プログラムを年齢対象ごとに区切るだけ

でなく、学習のねらいや学習内容をより明確にし

た上で構造化する必要がある。例えば、宮崎県

（2013）の「みやざき家庭教育サポートプログラム」

では、年齢対象ごとに学習プログラムが区分され

ているだけでなく、テーマが「親子のコミュニケー

ション」、「家庭のしつけとルール」、「子どもの安

全」、「子どもの個性と夢」、「地域とのかかわり」の

ように構造化されており、学習プログラムによっ

て学ぶべきテーマが明らかとなっている。このよ

うに構造が明確であると、学校で実施する際も、対

象に合った適切な学習プログラム選択が容易にな

る。 

② 学習プログラムのエビデンス 

エビデンスとは、実践や政策決定の際に用いら

れる科学的根拠を表す言葉である（岩崎,2010）。先

に述べた、親を対象とした学習プログラム「トリプ

ル P」は、実証研究が蓄積され、その有用性が確認

されたエビデンスベースドのプログラムであり

(岩崎,2010)、「親業」もまたその効果について調査

研究がおこなわれている学習プログラムである

(近藤,1983）。しかし、いずれの学習プログラムも

基本的に学校が保護者へ提供することを想定して

いない。一方、自治体が作成した学習プログラムは、

活用場所の 1 つとして学校が想定されているが、

効果が実証されているものは見当たらない。した

がって今後、学校で学習プログラムを実施した結

果や効果を科学的根拠のある統計データとして蓄

積していくことで、限られた時間の中でより効果

的な学習プログラムを選択する際の有効な判断材

料となっていくことが期待される。 

③ 学習プログラムの手引き 

 先にも述べたように、多くの学習プログラムに

は、主な資料として手引きが掲載されており、ファ

シリテーターは手引きを参考に進行するようにな

っている。また、自治体によっては、学習プログラ

ムを活用して家庭教育支援を行うファシリテータ

ーを養成する講座を実施している所もある。 

学習プログラムをより効果的に実施するために

は、ファシリテーターとしての訓練を受け、さらに

経験を積むことが望ましいのであろうが、多忙を

極めている教師にとって、それらは容易ではない。

また、公立学校では、1つの学校での教師の任期は

数年であることが多い。学習プログラムの実施は、

教師の入れ替わりがある度に途切れるのではなく、

継続的に行われることが求められる。そのために

も新たに着任した教師が実施方法の習得にあまり

時間をかける必要なく、すぐに実施できるように

なることも重要である。以上により、長期間の訓練

を受けなくても、あるいは経験を多く積まなくて

も学習プログラムが実施できるよう、さらに学習

プログラムの実施が継続して行われていくよう、

より学校に適した手引きを作成する必要がある。 
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対
象
/
テ
ー
マ
数

合
計

H
2
4

①
乳
幼
児
を
持
つ
親
/
4

②
小
学
生
を
持
つ
親
/
6

1
0

・
手
引
（
展
開
例
）
/
1
0

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
(プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ア
レ

ン
ジ
や
計
画
に
使
用
)/
１

・
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
資
料
/
1
0

・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
い
ろ
い
ろ
/
２

・
手
法
の
い
ろ
い
ろ
/
１

・
ア
ン
ケ
ー
ト
/
1

H
2
5

①
中
・
高
校
生
を
持
つ
親
/
9

②
将
来
、
親
と
な
る
中
・
高
校
生
/
2

1
1

・
手
引
（
展
開
例
）
/
1
1

・
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
資
料
/
1
1

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
(プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ア
レ

ン
ジ
や
計
画
に
使
用
)/
１
種
類

・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
い
ろ
い
ろ
/
2

・
手
法
の
い
ろ
い
ろ
/
1

・
ア
ン
ケ
ー
ト
/
1

H
2
6

①
子
育
て
支
援
者
/
3

②
祖
父
母
・
家
族
/
3

6

・
手
引
（
展
開
例
）
/
6

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
シ
ー
ト
(プ

ロ
グ
ラ
ム
の
ア
レ

ン
ジ
や
計
画
に
使
用
)/
１
種
類

・
・
ア
ン
ケ
ー
ト
/
1

H
2
4
年
度
　
第
一
弾
「
親
の
み
ち

し
る
べ
”
カ
ン
ペ
キ
な
親
な
ん
て
い

な
い
”
」

H
2
4

乳
幼
児
期
の
子
ど
も
や
小
学
校
低
・
中

学
年
の
子
を
持
つ
親

1
0

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
資
料
/
２
０

H
2
5
年
度
　
第
二
弾
「
親
の
み
ち

し
る
べ
”
カ
ン
ペ
キ
な
親
な
ん
て
い

な
い
”
」

H
2
5

思
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ
親
/
3

将
来
親
に
な
る
1
0
代
の
子
ど
も
た
ち
/
2

5

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
資
料
/
1
6

・
差
し
込
み
シ
ー
ト
（
反
抗
期
、
思
春
期
に

関
す
る
資
料
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
進
行

表
な
ど
）
/
1
7

3
福
島
県

「
親
育
ち
応
援
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

就
学
直
前
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護

者
向
け
資
料

H
2
6

①
小
学
校
へ
入
学
す
る
子
ど
も
を
持
つ

保
護
者

2
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
用
資
料
/
2

-
-

平
成
1
7
年
度
　
「
親
学
習
」
プ
ロ
グ

ラ
ム

H
1
7

※
①
～
④
の
親

①
全
保
護
者
/
3

②
乳
幼
児
～
小
中
学
生
/
1
1

③
中
学
生
～
高
校
生
/
4

④
未
来
の
親
に
な
る
中
高
生
/
2

2
0

・
利
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
/
2
0

・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
紹
介
/
2

・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
紹
介
/
１

H
2
0
年
度
　
「
親
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
（
ア
レ
ン
ジ
版
）

H
2
0

※
①
～
③
の
親

①
全
保
護
者
/
2

②
乳
幼
児
～
小
中
学
生
/
1
6

③
小
学
校
高
学
年
～
高
校
生
/
1

④
未
来
の
親
に
な
る
中
高
生
/
2

2
0

・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
使
え
る
資
料
集
/
2
7

・
ふ
り
か
え
り
シ
ー
ト
集
/
6

・
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
い
ろ
い
ろ
/
6

・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
い
ろ
い
ろ
/
1
5

H
2
3
年
度
　
「
思
春
期
版
家
庭
教

育
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

思
春
期
の
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者

を
対
象
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

H
2
3

中
高
生
の
親

7
・
資
料
（
思
春
期
に
つ
い
て
他
）
/
6

・
進
行
マ
ニ
ュ
ア
ル
/
5

・
親
プ
ロ
Q
＆
A
/
１

中
学
校
・
高
等
学
校

○

思
春
期
版
家
庭
教
育
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
関
す
る
冊
子

（
実
践
レ
ポ
ー
ト
含
む

H
２
３
年
実
施
6
校
）

2 4

東
日
本
大
震
災
後
に
お
け
る
家

庭
教
育
の
支
援
を
図
る
た
め
、
社

会
的
課
題
（
孤
独
な
子
育
て
，
虐

待
や
放
任
，
し
つ
け
な
ど
）
の
解
決

の
き
っ
か
け
と
な
る
親
育
ち
の
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
応
じ
た
、

子
育
て
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル

に
つ
い
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

・
P
T
A
研
修
会
等

・
子
育
て
サ
ロ
ン

・
親
同
士
の
交
流
の
場

・
家
庭
教
育
学
級
（
学
校
・
公
民
館
等
）

・
乳
幼
児
検
診
／
就
学
時
検
診

・
子
育
て
学
習
会
／
子
育
て
相
談
会

-

「
〇
」
：
有
，
「
－
」
：
無

表
　
家
庭
教
育
支
援
に
お
け
る
各
自
治
体
の
保
護
者
向
け
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

1

栃
木
県

主
な
活
用
場
所

青
森
県

　
「
あ
お
も
り
親
楽
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

子
ど
も
の
理
解
や
親
子
の
関
わ
り

方
、
子
育
て
に
必
要
な
ス
キ
ル
等

に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

○
H
2
4
-
2
6

実
践
報
告

（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

-

・
幼
児
検
診

・
保
育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
等
で
の
保
護

者
会
な
ど

・
市
町
村
教
育
委
員
会
や
家
庭
教
育

支
援
団
体
な
ど
の
講
座
・
研
修
等

宮
城
県

保
護
者
会
,

入
学
説
明
会
、
P
T
A
研
修
会
、
学
級
懇

談
会
、
保
護
者
会

親
の
学
び
塾
、
家
庭
教
育
学
級
、
子
育

て
サ
ー
ク
ル
、
家
庭
教
育
支
援
サ
ー
ク

ル 乳
幼
児
検
診
、
就
学
時
健
診

・
公
民
館
、
社
会
教
育
施
設
、
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
－
家
庭
教
育
講
座

・
1
0
代
の
こ
ど
も
－
学
校
教
育
の
中
で

の
特
別
活
動
や
総
合
的
な
学
習
の
時

間
な
ど

自
治
体
名

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
名

内
容

作
成

年
度

プ
ロ
グ
ラ
ム

主
な
資
料
/
ペ
ー
ジ
数

実
施

報
告

実
施
報
告
内
容
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対
象

/
テ

ー
マ

数
合

計

平
成

1
9
年

度
「
親

の
学

習
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

集
H
1
9

①
中

学
生

・
高

校
生

/
5

②
す

べ
て

の
保

護
者

/
5

※
③

～
⑤

を
も

つ
保

護
者

③
乳

幼
児

/
5
、

④
小

学
生

/
5

⑤
中

高
生

/
5

2
5

・
手

引
き

/
7
0

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

集
/
5

「
親

の
学

習
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

集
増

補
版

H
2
4

①
中

学
生

・
高

校
生

/
1

②
す

べ
て

の
保

護
者

/
7

※
③

～
⑤

を
も

つ
保

護
者

③
乳

幼
児

/
1
,④

小
学

生
/
3

⑤
中

高
校

生
/
2
,

1
4

・
手

引
き

/
3
7

・
参

考
資

料
/
8

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

集
/
2

親
を

学
び

伝
え

る
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
1
8
-

H
1
9

①
親

と
な

る
た

め
の

準
備

期
/
5

※
②

～
④

の
親

②
乳

幼
児

/
5
、

③
学

童
期

/
5

④
思

春
期

/
5

2
0

・
手

引
き

/
1
9

親
を

学
び

伝
え

る
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

 （
９

事
例

追
加

）
H
2
2

①
親

と
な

る
た

め
の

準
備

期
/
2

※
②

～
⑤

の
親

②
乳

幼
児

/
2
、

③
学

童
期

/
2

④
思

春
期

/
2
、

⑤
全

て
の

保
護

者
/
1

9
・
手

引
き

/
9

親
を

学
び

伝
え

る
学

習
発

展
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
祖

父
　

母
・
シ

ニ
ア

・
地

域
１

１
例

追
加

）

H
2
3

①
祖

父
母

・
シ

ニ
ア

/
4
,②

地
域

/
2

※
③

④
の

親
③

乳
児

期
・
学

童
/
2

.④
思

春
期

/
3

1
1

・
手

引
き

/
8
,・

親
学

び
ノ
ー

ト
(小

・
中

学
生

編
)(

H
2
4
作

成
)/

1
0

・
親

学
び

ノ
ー

ト
改

訂
版

(H
2
5
作

成
)/

1
0

※
「
親

学
び

ノ
ー

ト
」
親

学
び

プ
ロ

グ
ラ

ム
活

用
の

た
め

の
ガ

イ
ド

・
エ

ピ
ソ

ー
ド
紙

芝
居

/
 2

4

7
山

梨
県

や
ま

な
し

「
親

」
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

親
が

子
育

て
の

不
安

や
悩

み
を

解
消

し
、

自
信

を
も

っ
て

子
に

向
き

合
う

こ
と

が
で

き
る

た
め

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

。

H
1
9

※
①

～
④

の
親

①
乳

幼
児

期
/
5

②
小

学
校

低
学

年
/
6
※

※
父

親
用

・
母

親
用

を
そ

れ
ぞ

れ
1
つ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
し

て
カ

ウ
ン

ト
③

小
学

校
高

学
年

/
5
、

④
中

学
生

/
5

⑤
将

来
親

に
な

る
中

・
高

生
/
5

2
6

・
進

め
方

（
指

導
案

）
/
2
6

・
振

り
返

り
用

紙
/
1

・
子

供
の

成
長

に
関

す
る

参
考

資
料

/
3

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

/
2

・
子

育
て

支
援

団
体

・
幼

稚
園

・
保

育
園

・
学

校
に

お
け

る
保

護
者

会
/
職

員
研

修
会

・
保

健
体

育
/
家

庭
科

/
学

級
活

動
な

ど
の

授
業

・
地

域
の

学
習

会

-

「
み

ん
な

で
子

育
て

Ⅱ
」
乳

児
期

編

乳
幼

児
を

持
つ

保
護

者
の

主
体

的
な

学
び

を
目

的
と

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

乳
児

期
を

も
つ

親
2
0

・
進

行
案

/
4
7

・
資

料
/
4
0

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

/
6
、

・
実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト
/
1

「
み

ん
な

で
子

育
て

Ⅲ
」
小

・
中

学
校

編

小
中

学
生

を
持

つ
保

護
者

の
主

体
的

な
学

び
を

目
的

と
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
小

学
校

低
学

年
～

中
学

生
を

も
つ

親
2
0

・
進

行
案

/
2
0

・
資

料
/
5
4

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

/
6
、

・
実

施
後

ア
ン

ケ
ー

ト
/
1

9
静

岡
県

家
庭

教
育

ワ
ー

ク
シ

ー
ト
「
つ

な
が

る
シ

ー
ト
」

生
活

習
慣

、
親

の
心

構
え

、
規

範
意

識
等

H
2
5
-

H
2
6

※
①

～
③

、
⑤

の
親

①
幼

児
期

/
8
、

②
学

童
期

/
9

③
思

春
期

/
7
、

④
（
追

加
）
未

来
の

子
育

て
世

代
（
中

高
大

学
生

）
/
4

⑤
（
追

加
）
乳

幼
児

版
/
4

⑥
（
追

加
）
シ

ニ
ア

版
/
4

3
6

・
展

開
例

/
3
6

　
各

プ
ロ

グ
ラ

ム
1
ペ

ー
ジ

ず
つ

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

集
/
3

・
幼

稚
園

、
保

育
園

、
小

学
校

、
中

学
校

な
ど

の
保

護
者

会
、

懇
談

会
、

家
庭

教
育

学
級

、
子

育
て

講
座

・
公

民
館

、
児

童
館

、
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

、
地

域
の

子
育

て
サ

ロ
ン

、
子

育
て

サ
ー

ク
ル

な
ど

が
行

う
親

子
ふ

れ
あ

い
活

動
、

子
育

て
講

座
、

子
育

て
学

習
会

な
ど

-

5 6 8

（
表

の
続

き
）

自
治

体
名

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

内
容

作
成

年
度

プ
ロ

グ
ラ

ム

そ
れ

ぞ
れ

の
対

象
の

発
達

段
階

に
応

じ
た

プ
ロ

グ
ラ

ム

身
近

な
エ

ピ
ソ

ー
ド
を

題
材

に
、

子
育

て
の

悩
み

や
問

題
点

な
ど

。
○

・
学

校
な

ど
・
保

健
セ

ン
タ

ー
/
公

民
館

/
幼

稚
園

な
ど

-

主
な

資
料

/
ペ

ー
ジ

数
主

な
活

用
場

所

岐
阜

県

・
学

校
・
幼

稚
園

・
こ

ど
も

園
・

保
育

所
の

家
庭

教
育

学
級

・
乳

幼
児

学
級

、
乳

幼
児

健
診

・
企

業
内

家
庭

教
育

研
修

・
子

育
て

講
座

（
公

民
館

や
保

健
セ

ン
タ

ー
等

）
、

・
P
T
A

 研
修

会
、

保
護

者
会

、
学

級
懇

談
会

、
・
入

学
・
入

園
説

明
会

、
就

学
時

検
診

埼
玉

県

H
2
5

富
山

県

・
市

町
村

で
の

子
育

て
事

業
・
子

育
て

サ
ー

ク
ル

・
P
T
A

の
学

習
会

・
就

学
時

検
診

時
の

家
庭

教
育

講
座

な
ど

H
2
4
年

度
親

学
び

講
座

　
活

動
状

況

-

「
〇

」
：
有

，
「
－

」
：
無

実
施

報
告

実
施

報
告

内
容
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対
象

/
テ

ー
マ

数
合

計

1
0

愛
知

県
あ

い
ち

っ
こ

「
親

の
学

び
」
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

①
乳

幼
児

期
 ②

幼
児

期
 ③

児
童

期
 ④

思
春

期
、

そ
れ

ぞ
れ

の
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
と

指
導

計
画

案
H
2
2

※
①

～
③

の
親

①
乳

幼
児

期
（
０

歳
～

２
歳

）
/
5

②
児

童
期

（
小

学
校

低
学

年
・
中

学
年

）
/
5

③
思

春
期

（
小

学
校

高
学

年
・
中

学
生

）
/
5

1
5

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
進

め
方

/
2
0

・
振

り
返

り
シ

ー
ト
/
1

・
地

域
の

子
育

て
サ

ー
ク

ル
・
保

育
園

・
幼

稚
園

の
親

の
会

・
P
T
A

研
修

会
　

な
ど

○

・
H
2
6
年

度
家

庭
教

育
研

修
会

の
様

子
・
H
2
7
年

度
 職

場
内

研
修

会
の

様
子

1
1

三
重

県
『
子

育
て

は
っ

ぴ
ぃ

パ
パ

・
マ

マ
ワ

ー
ク

～
乳

幼
児

を
も

つ
子

育
て

中
の

あ
な

た
へ

～
』

乳
幼

児
を

も
つ

親
を

対
象

に
子

育
て

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

話
し

合
う

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
H
2
6

①
入

門
編

/
4

※
②

～
③

の
親

②
乳

児
編

/
7

③
幼

児
編

/
8

1
9

・
進

行
例

/
2

・
子

育
て

ﾜ
ﾝ
ﾎ

ﾟｲ
ﾝ
ﾄｱ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｲ
ｽ

/
1
2

・
保

育
園

・
幼

稚
園

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

・
保

健
セ

ン
タ

ー
・
子

育
て

サ
ー

ク
ル

な
ど

、
・
親

を
対

象
と

し
た

子
育

て
の

研
修

会
や

研
修

講
座

な
ど

、
・
セ

ン
タ

ー
等

の
利

用
者

へ
の

支
援

ツ
ー

ル
と

し
て

-

1
2

滋
賀

県
家

庭
教

育
学

習
資

料
～

語
り
合

い
を

通
し

た
親

育
ち

子
ど

も
の

年
代

に
応

じ
た

「
家

庭
教

育
学

習
資

料
」

H
2
6

初
H
1
5

①
幼

稚
園

用
/
7

②
小

学
校

用
/
9

③
中

学
校

用
/
8

2
4

・
活

用
手

引
/
2
4

「
す

す
め

る
ポ

イ
ン

ト
」
/
3

　
・
計

画
・
準

備
・
確

認
事

項
　

・
当

日
の

進
め

方
　

・
グ

ル
ー

プ
作

り
の

例
　

・
ア

イ
ス

ブ
レ

ー
キ

ン
グ

の
例

・
P
T
A

会
合

・
P
T
A

子
育

て
学

習
講

座
　

な
ど

-

1
3

大
阪

府
　

「
親

」
を

学
ぶ

・
「
親

」
を

つ
た

え
る

対
話

や
交

流
を

通
し

て
、

親
と

子
の

関
係

や
子

育
て

に
つ

い
て

学
び

あ
う

た
め

の
参

加
体

験
型

学
習

教
材

。

H
1
6

①
親

と
な

る
準

備
期

（
中

学
・
高

校
）
/
6

②
子

育
て

前
期

/
6
、

③
子

育
て

後
期

/
6

④
子

育
て

支
援

期
/
4

⑤
小

学
生

向
教

材
/
2

2
4

・
指

導
例

（
小

学
生

向
け

教
材

用
の

み
）

/
6

・
各

市
町

村
で

の
子

育
て

支
援

グ
ル

ー
プ

、
・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
セ

ン
タ

ー
・
中

学
校

・
高

校
-

ひ
ょ

う
ご

親
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

平
成

2
2
年

度
版

メ
イ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

集
、

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
集

、
振

り
返

り
集

の
３

部
構

成
H
2
2

①
中

高
生

向
け

/
2
2

②
教

員
・
支

援
者

向
け

/
1
6

③
親

向
け

/
3
8

④
絵

本
の

活
用

/
1
6

※
絵

本
を

活
用

し
た

プ
ロ

グ
ラ

ム
※

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

重
複

あ
り

2
7

展
開

/
6
0

　
※

プ
ロ

グ
ラ

ム
と

展
開

の
一

体
型

コ
ラ

ム
（
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
発

の
ね

ら
い

）
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

集
/
1
4

振
り
返

り
シ

ー
ト
/
7

ひ
ょ

う
ご

親
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

-
-

子
育

て
中

の
親

1
6

展
開

/
1
4

中
高

生
版

　
ひ

ょ
う

ご
親

プ
ロ

グ
ラ

ム
-

-
中

高
生

向
け

1
4

・
展

開
/
1
4

・
教

材
資

料
/
2
2

と
っ

と
り
子

育
て

親
育

ち
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
幼

児
・
小

学
生

版

・
自

分
自

身
の

振
り
返

り
・
子

育
て

の
悩

み
・
親

子
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
し

か
り
方

ほ
め

方
等

H
2
3

幼
児

・
小

学
生

の
親

/
2
2

2
2

展
開

/
2
2

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
の

集
/
8

と
っ

と
り
子

育
て

親
育

ち
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
思

春
期

版

・
親

子
の

関
係

・
子

供
の

交
友

・
自

立
に

向
か

っ
て

・
男

女
交

際
・
ネ

ッ
ト
社

会
等

H
2
5

思
春

期
の

親
/
1
3

1
3

展
開

/
1
3

資
料

（
子

育
て

に
関

す
る

テ
ー

マ
）
/
1
0

1
6

島
根

県
し

ま
ね

「
親

学
プ

ロ
グ

ラ
ム

」

親
と

し
て

の
役

割
や

気
づ

き
を

促
す

た
め

に
活

用
す

る
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
H
2
4

乳
幼

児
か

ら
中

学
生

の
親

/
2
6

2
6

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

資
料

/
1
2

・
ア

ド
バ

イ
ス

タ
イ

ム
資

料
/
1
2

・
そ

の
他

資
料

/
2

（
子

ど
も

の
頃

の
大

変
は

豊
か

な
人

生
の

基
盤

に
な

り
ま

す
！

、
生

活
リ
ズ

ム
の

確
立

に
向

け
て

）
・
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
進

行
マ

ニ
ュ

ア
ル

/
5
2

※
プ

ロ
グ

ラ
ム

と
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
一

体
型

学
習

機
会

（
研

修
・
講

座
・
懇

談
会

な
ど

）
・
保

育
所

・
幼

稚
園

・
小

・
中

学
校

・
公

民
館

な
ど

社
会

養
育

施
設

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

等

〇
・
活

用
案

内
（
リ
ー

フ
レ

ッ
ト
）

1
7

岡
山

県
　

「
親

育
ち

応
援

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

H
2
5
追

加
プ

ロ
グ

ラ
ム

(７
追

加
）

H
2
6
追

加
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
１

追
加

）

子
ど

も
の

年
齢

や
発

達
段

階
に

応
じ

た
子

育
て

に
関

す
る

課
題

に
対

応
し

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

H
2
2
～

H
2
6

①
子

育
て

準
備

期
間

の
中

・
高

校
生

/
3

※
②

～
④

の
親

②
乳

幼
児

/
7
,③

学
童

期
/
1
0

④
思

春
期

/
4

⑤
子

育
て

支
援

者
(祖

父
母

等
)/

3

2
7

・
す

こ
や

か
子

育
て

川
柳

/
1

・
学

習
の

進
め

方
/
2
0

・
テ

ー
マ

に
関

す
る

資
料

/
2
7

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

集
/
4

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

集
/
2

・
わ

が
家

の
す

こ
や

か
日

記
/
3

・
乳

幼
児

健
康

診
断

・
保

育
所

・
幼

稚
園

な
ど

の
懇

談
会

・
P
T
A

研
修

会
・
子

育
て

サ
ロ

ン
・
企

業
内

で
の

研
修

・
さ

ま
ざ

ま
な

交
流

の
場

○
H
2
6
年

度
活

動
報

告
(冊

子
)（

6
市

町
村

）

1
5

1
4

「
〇

」
：
有

，
「
－

」
：
無

鳥
取

県
○

・
参

加
者

の
感

想
(H

P
内

の
一

部
に

掲
載

)

・
就

学
前

健
康

診
断

時
・
入

学
説

明
会

、
・
P
T
A

研
修

会
・
学

級
・
学

年
の

懇
談

会
、

・
公

民
館

・
子

育
て

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ、

・
乳

幼
児

検
診

・
企

業
内

研
修

兵
庫

県
・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

、
学

校
な

ど
-

（
表

の
続

き
）

自
治

体
名

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

内
容

作
成

年
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
実

施
報

告
実

施
報

告
内

容
主

な
資

料
/
ペ

ー
ジ

数
主

な
活

用
場

所
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対
象

/
テ

ー
マ

数
合

計

1
8

広
島

県
「
親

の
力

」
を

ま
な

び
あ

う
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

参
加

者
が

お
互

い
の

子
育

て
に

関
す

る
考

え
方

や
，

子
育

て
に

対
す

る
不

安
や

悩
み

を
交

流
し

な
が

ら
，

主
体

的
に

学
習

で
き

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。

H
1
8
-

H
1
9

①
子

育
て

準
備

期
/
8

②
子

育
て

前
期

/
1
1
③

後
期

/
6

④
子

育
て

支
援

期
/
3

⑤
乳

幼
児

～
高

校
生

の
父

親
/
1

⑥
小

学
生

～
高

校
生

の
親

/
1

⑦
子

育
て

期
の

親
・
働

く
人

/
1

⑧
ま

も
な

く
親

に
な

る
人

・
０

～
３

歳
児

の
親

子
/
1
、

⑨
ま

も
な

く
親

に
な

る
人

・
０

～
３

歳
児

の
親

/
1

3
3

・
学

習
の

進
め

方
（
構

成
と

使
い

方
/
1
2
、

学
習

の
す

す
め

方
/
3
5
、

ア
イ

ス
ブ

レ
イ

ク
集

/
1
6
）

・
ア

ン
ケ

ー
ト
用

紙
/
2

（
参

加
者

用
、

ﾌ
ｧ
ｼ

ﾘﾃ
ｰﾀ

ｰ用
）

・
P
T
A

研
修

会
・
学

級
懇

談
会

・
保

護
者

会
・
入

学
説

明
会

・
学

校
と

保
護

者
を

つ
な

ぐ
さ

ま
ざ

ま
な

「
場

」

○

H
2
0
-
2
7
実

施
状

況
「
親

プ
ロ

」
講

座
の

様
子

（
幼

稚
園

、
保

護
者

懇
談

会
な

ど
、

子
育

て
に

関
わ

る
様

々
な

「
場

」
で

実
施

1
9

高
知

県
　

「
高

知
家

の
親

の
育

ち
を

応
援

す
る

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

こ
れ

か
ら

親
に

な
る

若
い

世
代

か
ら

、
現

在
子

育
て

中
、

孫
育

て
期

の
祖

父
母

世
代

ま
で

、
幅

広
い

世
代

対
象

に
し

た
「
親

の
育

ち
」
を

応
援

す
る

参
加

型
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

。

H
2
3

※
①

～
③

の
親

①
幼

児
期

/
３

②
学

童
期

/
6

③
思

春
期

/
3

④
子

育
て

支
援

期
/
3

1
5

・
学

習
の

進
め

方
/
1
6

・
資

料
/
2
0

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

/
4

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

集
/
1

・
子

育
て

応
援

川
柳

/
1

・
就

学
時

健
康

診
断

・
学

校
等

の
保

護
者

会
、

・
P
T
A

研
修

会
、

・
保

育
所

・
幼

稚
園

、
・
放

課
後

子
ど

も
教

室
、

・
企

業
内

で
の

研
修

・
親

・
地

域
な

ど
交

流
の

場
・
子

育
て

サ
ー

ク
ル

で
の

勉
強

会
な

ど

-

2
0

長
崎

県
「
な

が
さ

き
フ

ァ
ミ
リ
ー

プ
ロ

グ
ラ

ム
」

幼
児

期
～

中
学

校
ま

で
の

発
達

段
階

に
応

じ
て

、
し

つ
け

や
生

活
習

慣
に

関
す

る
親

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
。

H
2
2

※
①

～
④

の
親

①
2
～

5
歳

児
/
1
1

②
小

学
校

入
学

前
～

低
学

年
/
1
3

③
小

学
校

高
学

年
/
6
、

④
中

学
生

/
2

※
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
重

複
あ

り

1
8

・
資

料
/
4
2

（
ﾜ
ｰｸ

ｼ
ｰﾄ

、
親

資
料

、
ﾌ
ｧ
ｼ

ｲ
ﾃ

ｰﾀ
ｰ資

料
）

・
P
T
A

懇
談

会
・
公

民
館

の
家

庭
教

育
学

級
・
健

全
育

成
会

の
子

育
て

講
座

な
ど

-

く
ま

も
と

「
親

の
学

び
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

ス
タ

ー
ト
（
乳

幼
児

期
）
編

H
2
1

乳
幼

児
期

の
子

ど
も

を
も

つ
親

/
7

7
・
展

開
例

/
3
0

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

/
5

く
ま

も
 と

 「
親

の
学

び
」
プ

ロ
 グ

ラ
ム

～
子

育
て

 は
親

育
ち

～
ス

マ
イ

ル
（
小

学
生

期
）
編

H
2
2

①
小

学
生

の
親

子
（
ス

テ
ッ

プ
１

）
/
7

②
小

学
生

の
親

（
ス

テ
ッ

プ
２

、
ス

テ
ッ

プ
３

）
/
1
5

2
2

・
展

開
例

/
6
6

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

、
い

じ
め

対
応

手
引

、
不

登
校

対
策

資
料

、
そ

の
他

/
1
7

く
ま

も
と

「
親

の
学

び
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

ス
テ

ッ
プ

（
中

高
生

期
）
編

H
2
4

①
中

高
生

の
親

子
/
8

②
中

高
生

親
/
1
4

2
2

・
展

開
例

/
6
6

く
ま

も
と

「
親

の
学

び
」
プ

ロ
グ

ラ
ム

次
世

代
編

　
自

立
を

育
む

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

プ
ロ

グ
ラ

ム

「
ま

も
な

く
大

人
に

な
る

」
次

世
代

向
け

【
自

立
】
と

【
ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ

ｹ
ｰｼ

ｮﾝ
】

を
盛

り
込

ん
だ

「
自

立
を

育
む

ｺ
ﾐ
ｭ

ﾆ
ｹ

ｰｼ
ｮﾝ

ﾌ
ﾟﾛ

ｸ
ﾞﾗ

ﾑ

H
2
4

中
学

生
や

高
校

生
/
1
1

1
1

・
展

開
例

/
2
9

ホ
ー

ム
ル

ー
ム

や
集

団
宿

泊
研

修
、

教
科

の
時

間
等

、

2
2

宮
崎

県
　

「
み

や
ざ

き
家

庭
教

育
サ

ポ
ー

ト
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
各

発
達

段
階

に
関

す
る

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
H
2
5

※
①

、
②

の
親

①
幼

児
～

小
学

校
低

学
年

/
5

②
小

学
校

上
学

年
・
中

学
生

/
5

③
将

来
の

親
世

代
/
4

④
祖

父
母

・
シ

ニ
ア

世
代

/
3

⑤
地

域
住

民
/
3

2
0

・
進

行
表

・
進

行
マ

ニ
ュ

ア
ル

/
4
2

・
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
集

/
2
1

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

の
手

法
/
1

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
キ

ン
グ

の
方

法
/
1

-
-

2
3

鹿
児

島
家

庭
教

育
に

関
す

る
世

代
別

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム

｢子
育

て
世

代
｣，

｢シ
ニ

ア
世

代
｣

に
お

け
る

家
庭

教
育

に
関

す
る

参
加

型
学

習
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

H
2
6

①
乳

幼
児

期
、

小
学

生
中

高
生

の
親

/
3
、

②
シ

ニ
ア

世
代

/
1

4
・
展

開
例

/
４

・
乳

幼
児

期
　

補
助

資
料

/
2

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

/
2

家
庭

教
育

学
級

や
P
T
A

，
公

民
館

講
座

等
の

家
庭

教
育

に
関

す
る

学
習

機
会

-

2
4

沖
縄

県
夢

実
現

「
親

の
ま

な
び

あ
い

」
プ

ロ
グ

ラ
ム

生
活

リ
ズ

ム
学

習
環

境
規

範
意

識
や

マ
ナ

ー
等

を
テ

ー
マ

に
し

た
、

子
育

て
中

の
保

護
者

が
、

参
加

者
同

士
で

話
し

合
え

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。

H
2
6

※
①

～
④

の
親

①
幼

児
期

/
4

②
小

学
校

低
学

年
/
4
③

高
学

年
/
4

④
中

高
生

/
4

1
6

・
ア

イ
ス

ブ
レ

イ
ク

集
/
5

・
ア

ン
ケ

ー
ト
/
2

・
資

料
1
－

3
/
4
9

・
学

校
・
P
T
A

懇
談

会
・
子

育
て

応
援

講
座

・
社

会
教

育
団

体
　

な
ど

○
実

施
の

様
子

（
小

学
校

、
教

育
委

員
会

、
女

性
連

合
会

な
ど

、
6
ヶ

所
）

2
5

京
都

市
子

供
を

共
に

育
む

「
親

支
援

」
プ

ロ
グ

ラ
ム

～
ほ

っ
こ

り
子

育
て

ひ
ろ

ば
～

子
育

て
の

喜
び

や
不

安
を

共
有

し
，

仲
間

づ
く
り
や

親
育

ち
の

場
に

つ
な

げ
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

。

H
2
2

①
妊

娠
期

②
0
歳

児
か

ら
中

学
生

の
親

1
4

・
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
進

行
例

※
H
P
内

に
掲

載
・
テ

ー
マ

に
関

す
る

資
料

/
9

-
-

2
1

熊
本

県

乳
幼

児
・
小

学
生

・
中

高
生

の
保

護
者

及
び

中
高

生
の

学
び

を
支

援
す

る
参

加
体

験
型

の
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

・
学

年
・
学

級
懇

談
会

や
地

区
懇

談
会

・
部

活
動

総
会

や
各

部
ご

と
の

保
護

者
の

集
ま

り
・
就

学
時

健
康

診
断

や
１

日
体

験
入

学
・
Ｐ

Ｔ
Ａ

総
会

や
教

育
講

演
会

・
Ｐ

Ｔ
Ａ

役
員

会
や

Ｐ
Ｔ

Ａ
研

修
会

・
学

童
保

育
の

保
護

者
の

集
ま

り
・
子

ど
も

会
の

集
ま

り
〇

H
2
3
-
H
2
6

実
践

事
例

集
（
学

校
関

係
、

P
T
A

関
係

、
行

政
関

係
、

社
会

教
育

関
係

、
健

康
診

断
関

係
、

な
ど

）

「
〇

」
：
有

，
「
－

」
：
無

（
表

の
続

き
）

自
治

体
名

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
名

内
容

作
成

年
度

プ
ロ

グ
ラ

ム
主

な
活

用
場

所
実

施
報

告
実

施
報

告
内

容
主

な
資

料
/
ペ

ー
ジ

数
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